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京
都
三
条
大
橋
に
到
達
し
て
中
山
道

の
旅
を
終
え
た
が
、
同
期
生
と
の
旅
は

楽
し
く
、
今
度
は
東
海
道
を
日
本
橋
に

向
か
っ
て
旅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

10
月
５
日
、
草
津
駅
に
集
合
し
て
、

中
山
道
と
東
海
道
の
分
岐
点
に
あ
る
常

夜
燈
か
ら
「
右
東
海
道
い
せ
み
ち
」
の

方
向
へ
歩
く
。

　

草
津
川
の
堤
防
沿
い
の
道
を
歩
い
て

草
津
川
橋
ま
で
来
て
み
る
と
、
全
く
水

が
な
い
。
渡
し
場
の
な
ご
り
の
常
夜
燈

が
橋
の
た
も
と
に
立
っ
て
い
る
。

　

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
立
派
な
城
門
が

建
っ
て
い
る
。
明
治
の
廃
藩
置
県
で
解

体
さ
れ
た
膳ぜ

ぜ所
城
の
門
と
の
こ
と
。

　

目
川
一
里
塚
を
過
ぎ
、
目
川
立
場
の

古
い
、
落
ち
着
い
た
街
並
み
を
抜
け
、

葉
山
川
橋
を
渡
っ
た
先
に
「
九
代
将
軍

足
利
義
尚
公　

鈎
ま
が
り

の
陣
所
ゆ
か
り
の

地
」
と
刻
ん
だ
大
き
な
碑
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
足
利
義
尚
は
陣
中
で
病
に
倒

れ
、
25
歳
の
若
さ
で
、
こ
の
地
で
没
し

た
と
あ
る
。

　

東
経
１
３
６
度
子
午

線
の
碑
、
里
中
大
明
神

の
社
を
過
ぎ
、
よ
う

や
く
六
地
蔵
の
一
里

塚
。
こ
こ
に
は
国
重
文

に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧

和わ
ち
ゅ
う
さ
ん

中
散
本
舗
の
豪
壮
な

屋
敷
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
１
里
歩
い

て
、
よ
う
や
く
石
部
宿

入
口
の
常
夜
燈
に
た
ど

り
着
い
た
。
石
部
宿
は

「
京
立
ち
石
部
泊
り
」

と
言
わ
れ
、
京
を
た
っ

た
旅
人
の
１
泊
目
が
石

部
宿
で
あ
っ
た
。
全
盛
期
に
は
、
街
並

み
は
１
・
６
キ
ロ
も
続
い
て
い
た
と
い

う
が
、
か
つ
て
の
面
影
は
な
い
。

こ
の
日
は
三
雲
駅
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
で
泊
り
、
翌
日
、
旧
東
海
道
を
歩

き
水み

な
く
ち口

宿
に
向
か
っ
た
。

　

東
海
道
十
三
渡わ
た
しの
一
つ
、
横
よ
こ
た
の
わ
た
し

田
渡
跡

に
立
つ
常
夜
燈
は
高
さ
10
・
５
㍍
も
あ

る
。
こ
こ
か
ら
田
ん
ぼ
の
中
の
道
を
歩

く
。
東
に
向
か
っ
て
歩
く
の
で
朝
日
が

ま
ぶ
し
く
暑
い
。
よ
う
や
く
水
口
宿
西

見
附
跡
に
着
く
。

　

宿
場
の
入
口
に
近
い
水
口
城
跡
を
先

に
見
学
。
水
口
城
は
、
３
代
将
軍
家
光

の
上
洛
に
先
立
ち
、
将
軍
の
宿
泊
所
と

し
て
築
か
れ
た
も
の
で
、
天
守
閣
な
ど

は
な
い
。
明
治
維
新
後
、
廃
城
と
な
り

処
分
さ
れ
た
が
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

と
し
て
堀
、
橋
を
整
備
し
、
番
所
跡
に

往
時
の
矢
倉
を
模
し
た
資
料
館
が
造
ら

れ
て
い
る
。

　

水
口
宿
は
城
下
町
で
も
あ
る
の
で
宿

場
内
の
道
は
鉤か

ぎ

の
手
に
い
く
つ
も
曲
が

っ
て
い
る
。
本
陣
は
取
り
壊
さ
れ
て
碑

の
み
だ
が
、
ベ
ン
ガ
ラ
格
子
の
入
っ
た

古
い
街
並
み
が
残
り
、
旧
旅は
た
ご籠
屋
を
利

用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
た
ラ
ン
チ

は
お
い
し
か
っ
た
。
清
水
計
枝（
64
期
）

今
度
は
東
海
道
53
次
の
旅

草
津
宿
か
ら
日
本
橋
に
向
か
っ
て
出
発

中山道と東海道の分岐点にある草津常夜灯道標の前で

上
田
高
校
理
科
系
班
Ｏ
Ｂ
会
は
８

月
25
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
銀
座
の

居
酒
屋
「
大
庄
水
産
」
で
開
か
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
14
人
で
、
化
学
の
清
水

周
先
生
（
47
期
）、
堀
内
弘
栄
（
51
）、

堀
内
忠
久
（
53
）、
吉
澤
壮
夫
（
53
）、

宮
原
廻
雄
（
57
）、大
井
秀
三
郎
（
58
）、

高
橋
福
幸
（
58
）、
矢
嶋
瑞
夫
（
58
）、

萩
原
清
人
（
59
）、
岡
田
渉
（
64
）、
丸

山
幸
雄
（
65
）、
安
藤
学
（
73
）、
佐
藤

之
俊
（
77
）、
清
水
雄
至
（
79
）
の
諸

氏
で
し
た
。

今
回
の
小
講
演
は
佐
藤
之
俊
・
北

里
大
学
病
院
副
院
長
に
よ
る
「
肺
が
ん

よ
も
や
ま
話
」。
分
か
り
や
す
い
レ
ジ

ュ
メ
付
き
で
、
質
問
が
続
出
し
て
講
演

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
表
し
て
い
ま

し
た
。

清
水
先
生
は
ご
高
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
上
田
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
回
は
３
人
の
方
が
初
め
て

参
加
し
、
本
会
の
将
来
展
望
を
明
る
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
は
毎
年
８
月
最
終
日
曜
日

に
同
じ
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
60
期
以
降
の
皆
さ
ん
、
同

期
や
前
後
の
方
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

                        

矢
嶋
瑞
夫
（
58
期
）

佐
藤
之
俊
氏
が「
肺
が
ん
よ
も
や
ま
話
」

理
科
系
班
Ｏ
Ｂ
会
に
14
人
参
加

ソフトウェアの

システム技研株式会社
清水 通男（66期）代表取締役

〒169-0075  東京都新宿区高田馬場 1-34-1 サンフジビル 5F
        TEL  (03)5272-8830    FAX  (03)5272-8836
　　　　　    URL  http://www.s-giken.com    

東京・銀座の「大庄水産」で


